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カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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題

名 
R8C/Tiny シリーズ 
タイマ RAのレジスタ書き込みに関する注意事項 情報分類 技術情報 
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適

用

製

品 

下記参照 
－－ 

関連資料  

 

１．使用上の注意事項 

タイマ RAの全てのモードにおいて、カウント中（TCSTFビットが“1”）に下記対象レジスタに対して書き込みを実施

すると、書き込み後、同一レジスタへの書き込みが一定期間受け付けられなくなります。 

対象レジスタ：タイマ RAプリスケーラレジスタ（TRAPREレジスタ）、タイマ RAレジスタ（TRAレジスタ）  

1）  TRAPREレジスタについて 

カウント中（TCSTFビットが“1”）に図 1に示すプリスケーラの値が任意の Nのとき（区間 A）に TRAPREレジスタ

に書き込むと、連続するプリスケーラの値が N-1 のとき（区間 B）には TRAPRE レジスタに対する書き込みは受け付け

られません。 

 

2) TRAレジスタについて 

i) タイマモード、パルス出力モー

カウント中（TCSTFビットが

に書き込むと、連続するカウン
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イベントカウンタモード、パルス周期測定モードでの TRA レジスタへの連続書き込み 
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ii) パルス幅測定モードの場合 

カウント中（TCSTFビットが“1”）かつパルス幅測定中（INT1/TRAIO端子に測定パルス入力中）には図 3 に

示すカウンタの値が任意のNのとき（区間E´）にTRAレジスタに書き込むと、連続するカウンタの値がN-1（区

間F´）ではTRAレジスタに対する書き込みは受け付けられません。 

カウント中（TCSTFビットが“1”）かつパルス幅を測定していないとき（INT1/TRAIO端子に測定パルスが入

力されていないとき）には図 3の区間EでTRAレジスタに書き込むと、連続する区間FではTRAレジスタに対す

る書き込みは受け付けられません。 
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図 3．パルス幅測定モードでの TRA レジスタへの連続書き込み 

２．対策 

1）  TRAPREレジスタについて 

カウント中（TCSTF ビットが“1”）に TRAPRE レジスタに連続して書き込む場合は、それぞれの書き込みの間隔が

カウントソースクロックの 3周期以上空けて下さい。 

2）  TRAレジスタについて 

カウント中（TCSTFビットが“1”）に TRAレジスタに連続して書き込む場合は、それぞれの書き込みの間隔をプリス

ケーラのアンダーフロー3周期以上空けて下さい。 

 

３．適用製品 

R8C/20グループ、R8C/21グループ、R8C/22グループ、R8C/23グループ、 

R8C/24グループ、R8C/25グループ、R8C/26グループ、R8C/27グループ、 

R8C/28グループ、R8C/29グループ、R8C/2Aグループ、R8C/2Bグループ、 

R8C/2Cグループ、R8C/2Dグループ 

 

                           以上 


